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社会保障と税の一体改革関連 8 法案、社会保障と税の一体改革集中審議 

［議事録 2/10］ 

・若年者雇用問題が税収に与える影響 

 

    

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君        

若年層の人口と大卒若年層の非正規雇

用の推移を見てみますと、若年層の人口

は、実は平成 14 年から 23 年まで見ても

かなり減っています。一方で、これ大卒

の若年層でデータを取っておりますけれ

ども、大卒で社会に出て非正規に留め置

かれている若者の数は右肩上がりに上

がってしまっているというような状況があ

ります。 

 

一昨年の予算委員会において、当時の

財務大臣からは「フリーター等によって

正社員の皆さんよりも給与が低いために

税収が下がっているということは十分予

想される」と答弁がございましたとおり、税収に与える影響というのは看過できないと思います。 

 

さらに、昨年の予算委員会においても、当時の野田財務大臣は「正規より非正規が増えていくと、あるいは

失業者が増えていくということになれば、雇用者報酬の総額が減り、そのことによって所得税収が落ち込む

ということの可能性はあり得ると思います。」と御答弁されています。 

 

就職氷河期世代を中心とする若年層が正社員になれなかったことによる経済的損失を正しく把握し、的確な

対応を取ることが国の取るべき方策の一つであると考えますが、まずは国税に与える影響について財務大

臣に伺います。 

 

○国務大臣（安住淳君）○国務大臣（安住淳君）○国務大臣（安住淳君）○国務大臣（安住淳君）        

御指摘のとおりだと思います。 

所得課税、法人課税、消費課税などいろんな意味でかかわっていますけれども、その中で、今御指摘があっ

た若い方の非正規雇用者の増加が税収にどう影響するかということですが、実は政府の中で、労働力調査



や賃金構造基本統計調査等を用いて、これは

一定の仮定を用いてでございますが、それだ

と、やはり、非正規雇用者が正規雇用者と同

じ年収を得ていないことによる所得税収への

減収影響を試算するとマイナス 500 億円程度

になると。 

 

ただし、これがそれ以外にもいろんな影響は

及ぼすと思います。ただ、民間の調査機関等

では、いや、そんなものではないと、もっと大変

な影響があるんだという統計もあるんですね。 

 

ですから、本当に働く意欲、それから就職したいと思っている方、正社員になりたいと思っている方にそうい

う場を提供できるかどうかということによって、かなりやはり税収にはいい結果を及ぼしていくということは吉

川委員の御指摘のとおりだと思っておりますので、雇用についてやっぱり政府は特段力を入れていかなけ

ればならないと思います。 

 

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君        

今、国税の観点から財務大臣から御答弁いただきましたけ

れども、若年層が正社員になれないことによる税収の損失と

いうのは地方税においても影響するものでありますが、地方

税収入に対する影響の額を、総務副大臣、お願いします。 

 

○副大臣（大島敦君）○副大臣（大島敦君）○副大臣（大島敦君）○副大臣（大島敦君）        

御答弁させていただきます。 

 

一定の仮定を置いてではありますけれども、若年非正規雇用者

が正規雇用者と同じ年収を得ていないことによる個人住民税へ

の減収影響を試算すると、大体 1,000 億円程度になるということ

でございます。 

 

    

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君        

それぞれ、ほかにも加味する状況は、要素はあるという御答弁でしたけれども、国税でマイナス 500、地方税

でマイナス 1,000 億、また、それ以外にもいろんなところで影響があると思いますし、また、若年層における雇

用問題は、今申し上げた税収や社会保障制度の支え手の側面のみならず、労働力の確保という側面からも



大きな影響があると思います。 

 

今週、7 月 23 日に厚生労働省の雇用政策研究会は、今財務大臣からも御答弁いただきましたけれども、若

者の就労支援などの施策の効果が全くない場合、2030 年の労働力人口が 950 万人も減る試算を公表して

います。 

 

これはもちろん最悪のケースの場合ですけれども、我が国の生産年齢人口にある人間、そして、それ以上で、

高齢者でも労働力でしっかり支え手になってくださる方を増やしていく、労働力の確保、我が国の労働力確

保の観点からも対策をしっかり講じる必要があることが理解できると思います。 

 

続きの議事録（3/10）は、こちらです。 
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